
お客様各位

お　　礼

日頃より、日田信用金庫をご利用いただき誠にありがとうございます。

また、先に当金庫が実施いたしました“令和7年10月～12月　景況感調査”におきましては、お忙しい中をご協力いただき

重ねて感謝を申し上げます。

この度、調査の集計が完了いたしましたので、その結果を別紙のとおりお届けさせていただきます。

みなさまのお役に立てば幸いに存じます。

当金庫におきましては、

“つながる心　広がる未来　これからも地域とともに”

をキャッチフレーズに、今後も地元金融機関としてみなさまのお役に立てるよう精進してまいりますので、なお一層のお引き立てを

賜りますようお願い申し上げます。

令和8年1月

日　田　信　用　金　庫



（公表資料）

①

②

③

④

⑤

※「①景況感の現況及び予想意見の概括」に使用するマークについて
マークの

表示

好調

低調

　▲10以上　～　0未満

　▲30以上　～　▲10未満

　▲30未満

特別調査

　現況ＤＩ指数

　30以上

　10以上　～　30未満

　0以上　～　10未満

日田・玖珠地域の景況感推移表

　令和7年10月～12月期を基準とした景況感アンケートの結果について報告いたします。

景況感の現況及び予想意見の概括

日田・玖珠地域景況感の総合集計表

業種区分の説明



令和7年10月～令和7年12月　調査

業種区分 前回 → 今回 → 予測 現況（10～12月）及び予想（1～3月）における特徴的な事項あるいは意見

農業、畜産 → →
【農業】米…取引価格が上昇したため堅調であった。

　　　    白菜…天候が良好で生育状況が良かったため、単価が安値の傾向。

林業、製材、木製品 → →
【製材所・木製品】木造住宅の着工件数が減少しているため、住宅向け木材の受注が減少している。経費が高騰しているため、仕入先を見直すなどして削減に努めて

いる。

製造業 → →
【食料品】SNSでの宣伝やイベント出店などにより売上好調。

【土産品・その他】民陶祭の客足が良く、またインバウンドによる購入が増えており堅調。

建設業

生活関連工事業
→ →

【建設土木・建築・測量】秋以降の公共工事が減少していると感じる。営業エリアの拡大が功を奏し、受注が増加した。人手不足により、協力会社に外注せざるを得

ない。市外から受注を積極的に受けることが売上増加に寄与している。工事は安定的に出ているが、人手が足りず受注を見送ることもあった。

【電気・管工事等】安定した受注ができており堅調。一方で資材価格などの上昇のため、見積を見たお客様が、発注を控えるケースが増えている。

エネルギー産業

（再生エネ・電気・

ガス・石油販売）

→ → 【ガソリンスタンド】灯油の販売が少しずつ増えてきた。またタイヤ交換の受注も堅調。

運輸業 → →
【物流】年末年始は需要期であり堅調に推移している。ガソリン価格が段階的に下がっているため、業績の好転に寄与している。次期は季節的に受注が落ち着くこと

から弱含み。

卸小売業 → →

【建築資材】塗料…住宅着工数の減少により弱含み。資材…物価高騰により販売価格を上げざるを得ず、販売量が減少している。

【自動車】冬用タイヤへの交換が増加。

【衣料品】例年より気温が高いため、秋物や冬服の売上が弱含み。

【酒類】某ビールメーカーの出荷制限の影響でギフト類が品薄だった。

【菓子】需要期で忙しいが、原油価格が上がった影響でハウス栽培のイチゴの仕入価格が上昇し収益が低下している。

【青果・魚類・肉類】仕入価格は引き続き上昇している。観光のオンシーズンを迎え、ホテル向け取引が堅調。

【電気器具】日田市の高齢者エアコン設置支援事業による取付が多い。

【土産品】天領まつりやインバウンドにより堅調。仕入価格が上昇している。

【墓石】墓石の販売は減少している一方で、墓じまいの相談が増えている。

不動産業 → → 【分譲】木材を始めとする資材価格が上昇しているため、新築住宅より価格の低い、中古住宅（リフォーム）の需要が伸びている。

ホテル・旅館 → → ・台湾からの観光客を取り込めている。インバウンドが安定的に推移。

飲食業 → →

【食堂・レストラン・カフェ等】米の仕入価格が高止まりしており弱含み。SNSの積極的な発信やインバウンドの増加により売上は増加傾向。ウーバーイーツの利用

者が少しずつ増えており売上に寄与している。マルシェなどのイベント販売が好調。

【酒類提供店】昨年より忘年会の動きがよい。繁忙期であるが家族経営で人手が足りないので、受入ができないこともあった。原価の上昇により今後の値上げを検討

しているが、お客様の反応を心配している。

その他サービス業 → → 【理容美容】常連のお客様に合ったヘアケアを提案しており客単価が上昇している。

景況感の現況及び予想意見の概括



有 無 拡大 改善 更新 余剰 不足

1 3 1 0 0 1 3

25.0% 75.0% 100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0%

1 7 0 0 1 0 8

12.5% 87.5% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

2 10 2 0 0 5 7

16.7% 83.3% 100.0% 0.0% 0.0% 41.7% 58.3%

2 26 1 0 1 14 14

7.1% 92.9% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0%

3 10 0 2 1 4 9

23.1% 76.9% 0.0% 66.7% 33.3% 30.8% 69.2%

0 4 0 0 0 3 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

1 1 1 0 0 1 1

50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

3 46 0 1 2 17 32

6.1% 93.9% 0.0% 33.3% 66.7% 34.7% 65.3%

1 2 1 0 0 1 2

33.3% 66.7% 100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

1 4 0 0 1 1 4

20.0% 80.0% 0.0% 0.0% 100.0% 20.0% 80.0%

11 23 6 3 2 14 20

32.4% 67.6% 54.5% 27.3% 18.2% 41.2% 58.8%

4 22 3 0 1 12 14

15.4% 84.6% 75.0% 0.0% 25.0% 46.2% 53.8%

30 158 15 6 9 73 115

16.0% 84.0% 50.0% 20.0% 30.0% 38.8% 61.2%

16.8% 83.2% 27.3% 30.3% 42.4% 46.2% 53.8%5.6 21.3 13.259.9% 17.3% 31.0% 59.4% 9.6% 12.7前回（7～9月）調査 197 28.9% 54.8% 16.2% 22.8%

21.8 0.5 14.7
38.8% 44.1% 17.0% 33.0% 55.9% 11.2% 16.0%

105 21 30 129 29
21.8

68.6% 15.4%
全産業合計 188

73 83 32 62

26.9 ▲ 7.7 14.1
34.6% 53.8% 11.5% 34.6% 57.7% 7.7% 11.5%

15 2 3 18 5
23.1

69.2% 19.2%
その他サービス業 26

9 14 3 9

38.2 ▲ 17.6 20.6
52.9% 35.3% 11.8% 50.0% 38.2% 11.8% 5.9%

13 4 2 24 8
41.2

70.6% 23.5%
飲食業 34

18 12 4 17

60.0 ▲ 60.0 20.0
60.0% 40.0% 0.0% 60.0% 40.0% 0.0% 20.0%

2 0 1 0 4
60.0

0.0% 80.0%
ホテル、旅館 5

3 2 0 3

0.0 0.0 11.1
33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

3 0 0 3 0
33.3

100.0% 0.0%
不動産業 3

1 2 0 0

20.4 14.3 16.3
40.8% 32.7% 26.5% 34.7% 51.0% 14.3% 24.5%

25 7 12 32 5
14.3

65.3% 10.2%
卸小売業 49

20 16 13 17

100.0 ▲ 50.0 50.0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0 1 1
100.0

50.0% 50.0%
運輸業 2

2 0 0 2

0.0 0.0 25.0
75.0% 25.0% 0.0% 25.0% 50.0% 25.0% 0.0%

2 1 0 4 0
75.0

100.0% 0.0%
エネルギー産業 4

3 1 0 1

0.0 15.4 7.7
30.8% 46.2% 23.1% 23.1% 53.8% 23.1% 23.1%

7 3 3 9 1
7.7

69.2% 7.7%
生活関連工事業 13

4 6 3 3

17.9 7.1 15.5
28.6% 64.3% 7.1% 21.4% 75.0% 3.6% 21.4%

21 1 6 18 4
21.4

64.3% 14.3%
建設業 28

8 18 2 6

25.0 8.3 16.7
33.3% 50.0% 16.7% 33.3% 58.3% 8.3% 8.3%

7 1 1 11 0
16.7

91.7% 0.0%
製造業 12

4 6 2 4

▲ 12.5 25.0 ▲ 12.5
0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 87.5% 12.5% 25.0%

7 1 2 6 0
▲ 50.0

75.0% 0.0%

▲ 25.0 ▲ 16.7
25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 75.0%

1 0 3 1
0.0 ▲ 25.0

25.0%
農業、畜産 4

1 2 1 0 3

林業関係 8
0 4 4 0

日田・玖珠地域景況感の総合集計表

令和7年10月～令和7年12月調査（日田信用金庫）

業　種 回答数
現在（10～12月）景況感 前期（7～9月）比較推移 次期（1～3月）予測

現況ＤＩ 推移ＤＩ 予測ＤＩ 基調ＤＩ
投資計画 投資目的 手許資金

堅調 横這 不調 上昇 不変 下降 上昇 不変 下降



（ ご参考　）

※ 地域景況感把握の便宜上、次の業種区分により調査を行っています。

中区分 小区分または該当業種

農業、畜産 農業（稲作、野菜栽培、果樹栽培）、畜産（酪農、肥育、家畜売買仲介）等

林業関係 林業、製材、木製品加工　等

製造業 食料品加工・製造、飲料品製造、椎茸製品加工・販売、機械・部品製造、衣料品製造・縫製、土産品製造　等

建設業 建設、土木、建築、測量、設計　等

生活関連工事業 自動車修理、電気工事、管工事、その他の工事・修理　等

エネルギー産業 電気・ガス・石油販売、再生可能エネルギー製造・販売　等

運輸業 貨物輸送、旅客輸送　等

卸小売業
建築資材卸小売、衣料品卸小売、日用品卸小売、自動車販売、事務用品・通信機器卸小売、電気器具卸小売、魚類・肉類卸小売、野

菜・青果卸小売、仕出し・惣菜類販売、その他の食品販売、スーパー・コンビニ・総合販売店、土産品卸小売　等

不動産業 不動産賃貸、不動産斡旋、不動産分譲　等

ホテル、旅館 ホテル、旅館、その他宿泊業

飲食業 食堂、レストラン、酒類提供店、テイクアウト店、ファーストフード店　等

その他サービス業
旅行斡旋、教育（私学・予備校・塾）、ごみ・廃品回収・衛生環境整備業、娯楽（写真・ゲーム・ゴルフ・カラオケ・その他の娯

楽）、理美容・健康・コインランドリー・ペット関連のサービス、医療、福祉、介護、葬儀、婚礼　等

業種区分の説明

日田信用金庫



※ 各四半期毎の現況ＤＩを計上。 日田信用金庫

2年

10～12月

3年

1～3月

3年

4～6月

3年

7～9月

3年

10～12月

4年

1～3月

4年

4～6月

4年

7～9月

4年

10～12月

5年

1～3月

5年

4～6月

5年

7～9月

5年

10～12月

6年

1～3月

6年

4～6月

6年

7～9月

6年

10～12月

7年

1～3月

7年

4～6月

7年

7～9月

7年

10～12月

農業、畜産 ▲ 11.1 ▲ 14.3 ▲ 44.0 0.0 ▲ 40.0 ▲ 44.4 ▲ 71.4 ▲ 44.4 ▲ 57.1 ▲ 77.8 0.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 28.6 ▲ 80.0 ▲ 40.0 ▲ 33.0 0.0 0.0 42.9 0.0

林業関係 ▲ 35.3 ▲ 22.2 55.0 33.3 47.1 27.8 5.9 ▲ 16.7 12.5 0.0 ▲ 22.2 5.6 28.6 ▲ 27.3 ▲ 50.0 ▲ 14.3 ▲ 11.1 ▲ 28.6 0.0 16.7 ▲ 50.0

製造業 ▲ 45.0 ▲ 30.0 ▲ 39.1 ▲ 31.6 4.5 ▲ 20.0 6.7 ▲ 5.3 ▲ 27.8 4.2 ▲ 15.4 15.8 ▲ 13.3 ▲ 19.0 ▲ 16.7 ▲ 35.7 ▲ 8.3 ▲ 3.4 22.2 0.0 16.7

建設業 5.3 32.0 52.2 29.6 31.0 30.4 20.0 26.7 17.6 28.6 ▲ 9.1 0.0 ▲ 11.1 20.8 ▲ 16.7 12.0 ▲ 10.5 12.5 5.9 ▲ 14.3 21.4

生活関連工事業 0.0 11.8 ▲ 7.1 5.3 26.3 5.6 0.0 0.0 13.3 5.6 0.0 11.8 15.4 ▲ 20.0 ▲ 4.8 13.3 42.1 ▲ 16.7 ▲ 17.4 21.1 7.7

エネルギー産業 0.0 ▲ 16.7 12.5 0.0 37.5 ▲ 25.0 18.2 ▲ 20.0 57.1 0.0 22.2 ▲ 12.5 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 16.7 75.0

運輸業 60.0 0.0 ▲ 25.0 0.0 16.7 ▲ 40.0 0.0 ▲ 80.0 ▲ 25.0 ▲ 50.0 16.7 0.0 ▲ 33.3 0.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 33.3 0.0 0.0 ▲ 33.3 100.0

卸小売業 ▲ 63.9 ▲ 57.5 ▲ 34.1 ▲ 30.4 4.3 2.6 ▲ 10.3 ▲ 13.2 ▲ 26.7 8.3 5.0 ▲ 5.3 44.4 12.1 0.0 ▲ 2.0 10.7 10.2 0.0 9.6 14.3

不動産業 37.5 0.0 0.0 28.0 46.7 38.5 81.8 66.7 57.1 62.5 16.7 14.3 33.3 44.4 ▲ 50.0 0.0 33.3 0.0 ▲ 25.0 0.0 33.3

ホテル、旅館 ▲ 66.7 ▲ 100.0 ▲ 87.5 ▲ 75.0 25.0 ▲ 66.7 100.0 100.0 100.0 0.0 71.4 0.0 83.3 ▲ 33.3 71.4 ▲ 14.3 71.4 42.9 25.0 42.9 60.0

飲食業 ▲ 73.7 ▲ 42.1 ▲ 64.7 ▲ 68.0 41.2 ▲ 36.8 13.8 16.7 15.8 40.0 61.5 85.0 81.8 40.0 22.7 14.3 28.6 8.0 0.0 23.1 41.2

その他サービス業 ▲ 11.8 ▲ 44.0 ▲ 11.8 0.0 20.0 5.9 5.6 27.8 41.2 28.6 0.0 15.4 62.5 33.3 ▲ 9.5 0.0 33.3 40.0 7.7 20.0 23.1

全産業 計 ▲ 29.2 ▲ 24.7 ▲ 12.5 ▲ 8.0 22.0 ▲ 0.5 8.6 1.7 2.9 11.9 8.7 11.1 28.9 7.7 ▲ 6.5 ▲ 2.2 13.7 11.8 1.6 12.7 21.8

日田・玖珠地域の景況感推移表（過去の現況ＤＩ）
（ 令和2年10月～令和7年12月 ）

業　種　区　分

現況DI

DIが、30以上

DIが、▲30以下



令和7年10～12月景況感の特別調査　「大分県では令和8年1月1日より最低賃金が1,035円へ引上げられますが、事業への影響を教えてください。」 日田信用金庫

◎回答欄にあったコメント　（抜粋）　　　　　　　　

ある ない 未回答 ・ 人件費増となり厳しくなる。

農業関係 4 0 2 2 ・ 従業員が多いので経費増となる。

林業関係 8 0 6 2 ・ 時給の高いところへ流出するかもしれない。

製造業 12 2 1 9 ・ 仕入先の価格改定が心配である。

建設業 28 6 8 14 ・ 販売価格へ転嫁すべきか悩んでいる。

生活関連工事業 13 0 9 4 ・ 勤務時間など体制を見直す予定。

エネルギー産業（再生エネ・電気・ガス・石油販売） 4 0 0 4 ・ 売上も減少しておりこのまま雇用を続けるべきか悩んでいる。

運輸業 2 1 0 1 ・ 経費の上昇が見込まれる。

卸小売業 49 10 25 14 ・ しっかり利益を出して時給アップに対応していく必要がある。

不動産業 3 0 2 1 ・ すでに最低賃金より多い時給を払っているので影響はない。

ホテル・旅館・その他宿泊業 5 3 1 1 ・ 家族で経営しているので特に影響はない。

飲食業 34 20 9 5

その他サービス業全般 26 5 12 9

全産業合計 188 47 75 66

業　種 回答数
最低賃金引上げの影響について


